
分析するための「期間」の設定はコストフローの「期間」バーで設定しておきます。
コストフローではこの期間内のデータを累計する形で金額表示されています。

分析の段階においては、ある分類集計された項目を前期と当期の比較や、
“月”単位に纏めて、前年同月比較をしてみたい場合あるいは、季節的傾向を見
るために月次推移に並べてみたい場合があります。

ＳＨＩＮはこうした期間比較・期間推移の分析を行う場合も他の分類集計をする
のと同様に、「分類項目」（When）を使います。つまり、前期（年度）と当期年度比

較が行いたいのであれば、先ずはコストフロー」の「期間」バーで前期初から当期
末までの期間を設定して、コストフローには２年分の累計値を表示させておきま
す。その上で分析シートに入って、「集計パネル」より「年度」ボタンを“列“のドロッ
プ領域に落とすと、瞬時に年度比較表になります。同様に「月度」ボタンを落とす
と、その期間内の月次推移表になります。

尚、月次推移等をグラフにしたい場合が多いでしょう。Excelの特徴で、グラフの
横系列（X軸）は“行”側の項目で表現されます。従って一般的なX軸方向に月度を

並べてグラフ化する場合、“行”方向に「月度」を移動する必要があります。この場
合「←→」ボタンが便利です。
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前ページで説明した期間比較は、連続した期間の比較でした。しかし、前年同月比較や指定月の比較は連続期間になるとは限り
ません。そこでそういった“歯抜け”の期間を比較するためにはメニューバーの「期間比較②」を押します。

このボタンを押すと以下のような期間の個別指定パネルが表示されます。ここで任意の月ボタンを選択すると、好みの“月“だけが
即座にセレクト表示されます（期間フィルター）。この機能を使用して“歯抜け”で期間選択した場合、その効果はその分析シート及び
その配下の明細データを表示している間だけ有効になります。ひとたび上位のコストフローへ戻ると、分析シート上で指定した「期間
変更②」のセレクトは無効となります。

ここで注意しなければいけないことは、この機能を使用して“歯抜け”で期間選択すると、分析シートに表示される金額合計は、当
初エントリーしたコストフローの金額と一致しなくなるという点です。それは、「期間」バーで設定した期間の“歯抜けなし”の合計金額
であったコストフローの表示数値のうち、“ある月だけ・・“というようにセレクトしたからに他なりません。「期間変更②」や「フィルター」
の機能はその意味で十分に注意しながら使うことが重要です。
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